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実施概要
第 2 回子ども発達学部 FDフォーラムは, 第 1 回 FD
フォーラム (2008 年 1 月) の成果および反省点を踏ま
え, さらなる展開を目指して開かれた (実施日時：2009
年 12 月 24 日 15 時～17 時, 場所：15 号館図画工作室).
参加者は, 学生 23 名, 教員 19 名, 職員 1 名の計 43 名
であった. 学生参加者の内訳は, 初等教育専修：1 年 2
名, 2 年 6 名, 保育専修：1 年 5 名, 2 年 1 名, 心理臨










主に次の 3点が挙げられる. まず 1つ目は, 学生間およ
び学生・教職員間の交流が促進され, 参加者が多様な意











そこで第 2 回目となる 2009 年度子ども発達学部 FD
フォーラムでは, ｢あなたにとって大学とは？本音でトー
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生グループからの意見には ｢出会い｣ や ｢自立・成長｣,































4 . FD 実行委員会実施記録
本フォーラムを開催するにあたって, FD フォ－ラム
実行委員会を発足した. 実行委員として ｢総合演習Ⅰ｣
｢総合演習Ⅱ｣ 担当の教員各学科 1 名ずつ, および ｢総
合演習Ⅰ｣ ｢総合演習Ⅱ｣ の各クラスより, 学生の実行
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表 1. 各グループの回答 (分類カテゴリー)
Ａ 班：出会い, 経験, 将来, 自分の成長, その他
Ｂ 班：出会い, 遊び, 勉強, 自立
Ｃ 班：出会い, 環境, 勉強, 将来, その他
Ｄ 班：施設, 交流, 学び, 自由, 思う事
Ｅ 班：自分を考える, 仲間, その他
教職員：生業の場, 学び・教えの場, 先生とは, 交流の場
＜実行委員会の実施＞
第 1 回：11 月 4 日 (水) 12 時 30 分～13 時 15 分,
1511 教室
第 2 回：12 月 2 日 (水) 12 時 30 分～13 時 15 分,
1511 教室
第 3 回： 1 月 20 日 (水) 12 時 30 分～13 時 15 分,
1511 教室
＜協議概要＞




4 ) 連絡方法について (メーリングリストの作成)
第 2回：12 月 2 日 (水)
1 ) KJ 法のシミュレーション
2 ) 実行委員の役割分担
受付 4名, 買出し 4名, カメラによる記録 (前
原清隆先生), 書記 (渡辺顕一郎先生)





集合時間：14 時 30 分





























































































































































































































































中里南子・吉原智恵子 (2010) 子ども発達学部 FDフォーラム
｢あなたにとって大学とは？本音でトーク｣ 実施報告 『日本
福祉大学子ども発達学論集』 第 2号, 77-81.
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